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自園化の道程
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１ 自園化の実際
（１） 市教委が示す「人との関わ

り」に重点をおき、ピンク・
緑・黄色の重点内容に、子ども
の姿を重ね、アプローチカリュ
ラムを作成する。

【 園の教育課程に照らして、
実際の子どもの姿や、行事、
連携などを考え併せながら。】



友達と一緒に遊ぶ中で思い通りに
ならなくても気持ちを切り替えて遊
んだり，トラブルになっても折り合
いを付けようとする。



１ 自園化の実際
（２） アプローチカリキュラム

をもとに、短期案の「幼児の
姿」・「ねらい」・「環境・構
成・援助」・「振り返り」を色分
けする。

【 ヒントは、「１０の姿」。
一色に色分けできない部分は、
メインの内容に、付加するもの
をその色の下線で引いていく。】



り・は，勝敗にこだわり負けると
怒ったりその場を離れたりするが，し
ばらくの間保育室の端で気持ちを立て
直すと，別の遊びに入ろうとする。

り・が勝ち負けにこだわる姿には，「負け
て嫌だったね。次は勝ちたいね。」と負けて
悔しがる子の気持ちを受け止めていく。教師
自身も一緒に遊びの仲間に入り，負けた時に
くやしがったり，もう一度やろうとする姿を
見せたりして，子どもが次に向かえるように
していく。

ア： 知って
いる正月遊
びを通して，
友達を誘って
やりたいこと
をしたり，や
り方を教え
合ったりして
いる。



また，友達と同時にカルタの絵
札に触れたときに，「同じだった
からジャンケンで決めるのはど
う？」と，友達に提案し，ルール
を決めていた。

遊びを作っていく中で，折り合いが付けられない場面も予想され
る。子どもが自分たちで解決しようとする姿を見守り，教師は状況
に応じて個々への援助をしていく。る・は，「聞いてみようよ。」
と相手の話をじっくりと聞くことを促していく。また相手にも
「～ってどういうこと？」と尋ねて言葉を引き出したり，「～した
いのは～だからだよ。」と友達に考えが伝わるような言い方を一緒
に考えたりしていく。また，遊んだ後に，「～ちゃんのやり方を
やってみて，面白かったね。」と言葉掛けをし，る・に「受け入れ
てみたら楽しかった」という気持ちが感じられるようにする。



（３）保育実践
～当日の子どもの姿より～

１ 自園化の実際

子どもたちが同時にカルタの絵
札をとり誰がその札をとるかとい
うことで，ジャンケンで決めよう
としていた。教師は互いの考えや
思いを伝え合ってほしいと願い，
「それでいいのかな。」と子ども
たちに投げ掛けた。すると，「今
の絵札は，無かったことにしよ
う。」「同時だったから，二人と
もとったことにしよう。」と考え
を出し合い，互いが納得できる方
法で解決できた。



２ 配慮事項
（１） 子どもの姿（事実）
→読み取り（経験していること）
→願い（育ち・次に必要なこと）
→環境の準備（物的・人的）

【 一連の過程を、ひとまとまり
に考えていくことが、アプロー
チカリキュラムの肝。】



２ 配慮事項
（２） 援助の心づもり

【 アプローチカリキュラムを、
日々の保育に活かすことが、
アプローチカリキュラムの意味。】



２ 配慮事項
（３） その子どもに経験させたい

ことを明確にすること
○ 知識・技能の基礎
○ 思考力・判断力の基礎
◎ 学びに向かう・人間性

【 その子どもに対する、育てたい内容
を経験させるチャンスを逃さない
こと・見極める多角的な目をもつこと。
その経験を振り返り・次に必要な
ことを見通すこと。】



３ メリット
（１）一つ一つの経験＝点が線に
なっていく一人一人のストー
リー
（心の根っこを育てる＝教育課程）
を展開していくこと。）



３ メリット
（２）アプローチカリキュラムは、
年長９月からにスタートに
なっているが，子どもが入園
したときからの経験が積み
重ねられての姿であることが
明確に実感される。



ア：進んでいる中でふと友達が
集まって関われる状況になり，
それを喜んだり，抵抗がある
とそこから離れていったりする。

◯ ふと友達と関わったり「～のつもり」になって自
分の思いを言葉や仕草で表せる状況づくりをする。
子どもの身の回りの生活のことや行事での経験など，
教師もアイデアを出していく。（もちつき，おふろ
など）教師も一緒に楽しみながら，ふと関わってく
る子どもの姿を見取り，「◯◯ちゃんと一緒に遊ん
で楽しいね。」などと友達との関わりを心地よく感
じていることを価値付けしていく。



イ 正月遊びに興味をもって
友達に思ったことを伝えたり
聞いたりして関わる姿がある。

○ 自分の思いや考えたことを友達に伝えたり相手
の話を聞こうとしたり，興味をもったことを繰
り返し試したり，「できるようになりたい」と
意欲をもって取り組んでいけるように，今期の
前半は引き続き正月遊びを環境に出していく。



血肉の通った
アプローチカリキュラムを！！
目的へ対象の子どもを当ては
めていくか，目的を子どもに合
わせていくのか，その捉えに
よって子どもの経験が変ってし
まわないように，たくさんの目
で検討する。


